
様式第１号（第７条関係）

年 月 日

〒 －

申　請　者 

説　明　者 

(担 当 者) 

※　説明者欄は、申請者に代わり説明をさせるときに記載して

　　ください。説明者は工事内容を説明できる者とします。

1 工事予定期間 令和 月 ～ 年 月 日

4 工事費の内訳

１０　建築確認済証の写し（建築基準法の規定による確認が必要な場合）

令和

 大仙市長　　　　　　　　　　様

住    所

※　申請者、説明者とも日中連絡が取れる電話番号を記載願います。

氏    名

電話番号

住    所

氏    名

電話番号

氏　　　名

大仙市住宅リフォーム支援事業補助金交付申請書

　　次のとおり補助金の交付を受けたいので、大仙市住宅リフォーム支援事業補助金交付要綱
　第７条の規定により申請します。

年 日 令和

　８　製品カタログ又は製品仕様書等

　９　図面（増改築を伴う工事又は大規模な内部改修等の場合）

　７　補助金振込口座の通帳の写し等（申請者本人名義のもの）

　　※添付が必要な工事については別紙「工事分類表」をご覧ください。

2 世 帯 状 況

　１　一般世帯

　３　市外移住世帯

　４　上記の工事に併せて増築も行う工事（確認申請　有　・　無）

　　※該当するものすべてに○を付けてください。

　２　子育て世帯 ( 多子世帯 ・ 三世代同居世帯 )

3 施 工 業 者

住　　　所

施工業者名

１１　空き家期間証明書（世帯区分が市外移住世帯の場合）

　６　納税証明書（世帯全員の市税を滞納していないことを証する書類）

　※個人が請負人の場合は、施工業者名は必要ありません。

※受付者記入欄 利子補給　　・　　介護保険　　・　　過年度

　別紙（様式第２号）による

5 添 付 書 類

　１　大仙市住宅リフォーム支援事業工事費内訳書（様式第２号）

　２　施工業者の作成した工事見積書

　３　住宅の位置図（住宅の場所がわかるもの）

　４　工事施工箇所及び住宅全体の写真

　５　住民票謄本（市内に居住していることを証する書類）

　 　※続柄及び前住所の記載があるもの。世帯分離している場合は全ての世帯分。

　　※課税証明書ではありませんのでご注意ください。



様式第２号（第７条関係）

工事内容　　※工事内容は、どこをどのように変えるのかをわかりやすく詳細に記載してください。

Ⓐ＋Ⓑ

Ⓐ

Ⓑ

①世帯状況・対象工事額（税抜）

一般世帯 市外移住世帯 子育て世帯（　□多子世帯　　□三世代同居世帯　）

②工事内訳（税抜）

□屋根葺替　　

□ろう下　　□和室→洋室改修　　

□手すり設置　　　□和式→洋式便器へ交換

□屋根下地補強

市記入欄（以下は記入しないでください。）

□屋根形状変更 【（改修前） →（改修後） 】

□断熱材追加　
□浴室　　　□洗面所　　　□脱衣所　　　□トイレ　　　□キッチン

□ろう下　　□和室、洋室　　　□（　　　　　　　　　　）

□浴室　　　□洗面所　　　□脱衣所　　　□トイレ　　　□キッチン
□段差解消　　

断熱化工事

バリアフリー化

克雪対策

円 円 円

□外壁張替 □内窓設置 □高断熱浴槽 □（ ）

※ユニットバス以外の住宅設備機器の設置・交換

大仙市住宅リフォーム支援事業工事費　内訳書

【記入例】・遮熱鋼板による屋根葺き替え

【記入例】・床への断熱材充填に伴う和室の段差改修

円　見積もり工事額（消費税及び地方消費税を除く）

円

円

【対象外工事の例】

　　対象工事額　（消費税及び地方消費税を除く）

　　対象外工事額（消費税及び地方消費税を除く）

※塗装工事全般（断熱・遮熱・滑雪塗装の場合も対象外）

対象外

その他

□筋交い、火打梁等の追加　　　　　□構造用合板等による壁補強工事

□耐震・免震金具等の設置工事　　　□耐震シェルターの設置

□（　　　　　　　　　　　）　　　□（　　　　　　　　　　　）

□部分増改築（　　　　　　　　　　　　）※一般世帯を除く

□子供部屋へ改修 □三世代同居のための改修等（ ）

□（　　　　　　　　　　　）　　　□（　　　　　　　　　　　）

耐震化

□塗装工事 □網戸 □住宅設備機器（ ）

円

円

円

□消雪・融雪設備（　　　　　　　　　　　　　　　）※移住世帯を除く

円

円

円

□ （ ）

□ （ ）

□雪止め設置　　　 □防雪柵　　　 □（　　　　　　　　）

【□垂木ピッチ増　 　□断面増　 　□添え木 □ （ ） 】

□ （ ）



様式第５号（第９条関係）

年 月 日

１

円 円

円 円

円 円

２

大仙市長　　　　　　　　　　様

住 所

氏 名

令和 付け大仙建築－　　　　　で交付決定を受けた補助金について、

申 請 者

電話番号

次のとおり変更したいので大仙市住宅リフォーム支援事業補助金交付要綱第９条第１項の

規定により申請します。

工 事 費 内 訳

添 付 書 類３

　別紙（様式第６号　変更内訳書）による

　③　工事施工箇所の写真（施工前のもの）

　①　大仙市住宅リフォーム支援事業工事費変更内訳書（様式6号）

　②　施工業者の作成した工事見積書（変更内容のわかるもの）

※1,000円未満切捨て

※1,000円未満切捨て

×10%）

交付申請額

変 更 内 容

一 般 世 帯

交付決定額

×20%）

（対象工事額 （対象工事費

（対象工事費

交付申請額

×20%）

×30%）

交付決定額

子 育 て 世 帯

（対象工事額

変　更　前 変　更　後

大仙市住宅リフォーム支援事業補助金変更交付申請書

（対象工事費

※1,000円未満切捨て市 外 移 住 世 帯

交付決定額

交付申請額

×30%）

×10%）

（対象工事額



様式第６号（第９条関係）

→

→ ・床への断熱材充填に伴う和室の段差改修（洋室取り止め）

円 → 円

円 円

円 円

①世帯状況・対象工事額（税抜）

一般世帯 市外移住世帯 子育て世帯（　□多子世帯　　□三世代同居世帯　）

②工事内訳（税抜）

□屋根葺替　　

□ろう下　　□和室→洋室改修　　

□手すり設置　　　□和式→洋式便器へ交換

□屋根下地補強

【対象外工事の例】 ※塗装工事全般（断熱・遮熱・滑雪塗装の場合も対象外）

大仙市住宅リフォーム支援事業工事費　変更内訳書

工事内容
※工事の変更となる部分は、どのように変えるのかをわかりやすく詳細に記載してください。
※工事に変更のない部分も変更前、変更後に記載してください。

【変更前】 【変更後】

・遮熱鋼板による屋根葺き替え（10㎡分追加）

見積もり工事額
（消費税及び地方消費税を除く）

見積もり工事額
（消費税及び地方消費税を除く）

→

【記入例】・遮熱鋼板による屋根葺き替え

　　　　　・床への断熱材充填に伴う和室、洋室の段差改修

※ユニットバス以外の住宅設備機器の設置・交換

市記入欄（以下は記入しないでください。）

円 円 円

断熱化工事 □外壁張替 □内窓設置 □高断熱浴槽 □（ ）

円 □断熱材追加　
□浴室　　　□洗面所　　　□脱衣所　　　□トイレ　　　□キッチン

□ろう下　　□和室、洋室　　　□（　　　　　　　　　　）

バリアフリー化
□段差解消　　

□浴室　　　□洗面所　　　□脱衣所　　　□トイレ　　　□キッチン

円
□ （ ）

□ （ ）

克雪対策 □消雪・融雪設備（　　　　　　　　　　　　　　　）※移住世帯を除く

円
□屋根形状変更 【（改修前） →（改修後） 】

【□垂木ピッチ増　 　□断面増　 　□添え木 □ （ ） 】

□雪止め設置　　　 □防雪柵　　　 □（　　　　　　　　） □ （ ）

耐震化 □筋交い、火打梁等の追加　　　　　□構造用合板等による壁補強工事

円
□耐震・免震金具等の設置工事　　　□耐震シェルターの設置

□（　　　　　　　　　　　）　　　□（　　　　　　　　　　　）

その他 □部分増改築（　　　　　　　　　　　　）※一般世帯を除く

円
□子供部屋へ改修 □三世代同居のための改修等（ ）

□（　　　　　　　　　　　）　　　□（　　　　　　　　　　　）

対象外 □塗装工事 □網戸 □住宅設備機器（ ）

円

対象外工事額
（消費税及び地方消費税を除く）

対象工事額
（消費税及び地方消費税を除く）

対象外工事額
（消費税及び地方消費税を除く）

対象工事額
（消費税及び地方消費税を除く）



様式第８号（第１０条関係）

年 月 日

　※　日中、連絡が取れる電話番号を記載願います。

令和 年 月 日 付け大仙建築－　　　　　

報告します。

１ 補助金の交付決定額 円

２ 円

３ 着　　手 年 月 日

完　　成 年 月 日

４ 住　　所

業 者 名

氏　　名

５
　　※　内容に変更がない場合、様式第2号でも可

　　※　銀行等の振込明細書については、銀行等の受付印があり、かつ施工業者と

　　　　振込み者の名前の記載がわかるもの。

　　※　領収書原本は返却します。

　　※　隠蔽部分の写真も添付すること。

　　※　世帯全員の市税を滞納していないことを証する書類。

　　※　市内に居住していることを証する書類。続柄及び前住所の記載があるもの

（６）交付決定通知発送以降、実績報告書の提出までに補助対象の住
　　　宅に転入（転居）した場合は、転入（転居）後の住民票謄本

添 付 書 類 （１）工事実績内訳書（施工業者が作成したもの）

（２）工事代金の領収書（銀行等の振込明細書も可）及びその写し

（３）工事施工箇所（施工中、施工後）及び住宅外観の写真

（４）建築基準法の規定による確認済証を受けたときは、同法の規定
　　　に基づき交付された検査済証の写し

（５）交付決定通知発送以降、実績報告書の提出までに補助対象の住
　　　宅に転入した場合は、転入後の納税証明書

　　※　交付決定を受けた金額を記載してください。
　　　（変更がある場合は、変更後の金額）

　　　　※　交付申請の際に記入した施工業者名を記入してください。

補助対象工事額

　　※　交付申請の際に記入した補助対象工事額を記載してください。
　　　（変更がある場合は、変更後の金額）

工 事 実 施 期 間 令和

令和

　　※　実際の工事期間を記載してください。

施 工 業 者

について、大仙市住宅リフォーム支援事業補助金交付要綱第１０条の規定により、次のとおり

令和

大仙市長　　　　　　　　　　　様

住　　所

氏　　名

電話番号

大仙市住宅リフォーム支援事業補助金実績報告書

で交付決定を受けた補助事業の実績



様式第１１号（第１３条関係）

年 月 日

申請者

令和 年 月 日 付けで申請した補助事業を中止しますので、大仙市住宅

リフォーム支援事業補助金交付要綱第１３条の規定により届け出ます。

中止理由

電話番号

大仙市住宅リフォーム支援事業中止届

令和

大仙市長　　　　　　　　　　　様

住　　所

氏　　名



様式第２号の２（第７条関係）

年 月 日

　次のとおり、空き家期間証明書を提出します。

補助対象住宅となる取得した空き家の概要

様が取得された上記住宅は、令和６年度

大仙市住宅リフォーム支援事業補助金交付要綱第２条第１項第６号に該当する

住宅であることを証明します。

〒 -

※証明者 … 当該空き家を所有していた者等

□不動産業者 □個人 □その他（ ）

大正・昭和
平成・令和

年 月頃 ～ 年 月頃（所有権移転年月）

□ 転 居 □ 転 売 □ そ の 他 （ ）

　　　　年　　　　月

（申請者）

住 所

氏 名

電 話 番 号

【 証 明 者 】

取 得 前 の 所 有 者

空き家期間証明書

令和

申請者名

大仙市長　　　　　　　　　　　様

空き家となった理由

取 得 前 の 所 有 者 名

所 在 地

建 築 時 期

空 き 家 だ っ た 期 間



様式第１０号（第１２条関係）

　

円
ただし、令和 年 月 日

年 月 日

住　所 

氏　名 

連絡先

本人確認欄
市確認欄

令和

　大仙市住宅リフォーム支援事業補助金請求書

付けで額の確定があった大仙市住宅リフォーム支援事業補助金

として、上記の金額を請求します。

　大仙市長　　様

振込先口座名

ふ　 り　 が　 な

印

口　座　名　義　人

金　融　機　関　名

銀行　信用金庫

支店

農協　労働金庫

口　座　種　目 １．普通預金　　　２．当座預金

口　 座    番 　号


